
証券コード　5697
平成30年６月７日

株　主　各　位
大阪府枚方市春日北町３丁目１番１号

代表取締役社長 西 野 淳 二

第72期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第72期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、
ご出席下さいますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権
行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成30年６月27日（水曜日）
午後５時までに到着するようご返送下さいますようお願い申し上げます。

敬　具
記

１．日 時 平成30年６月28日（木曜日）午前10時
２．場 所 大阪府枚方市春日北町３丁目１番１号　当社３階ホール

（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照下さい。）
３．目 的 事 項

報 告 事 項
１．第72期 (自　平成29年４月１日

至　平成30年３月31日) 事業報告の内容、

連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査役会の連
結計算書類監査結果報告の件

２．第72期 (自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日) 計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役３名選任の件
第４号議案 監査役１名選任の件

以 上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
下さいますようお願い申し上げます。
　なお、株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正す
べき事項が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス
http://www.sanyu-cfs.co.jp)において修正後の事項を掲載させていただきます。
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（添付書類）

事 業 報 告

（ 自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日 ）

１．企業集団の現況

(1) 当連結会計年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、米国の政策動向及び中東・朝鮮

半島の地政学的リスクなどの懸念要因があったものの、政府による経済政

策や好調な企業業績により、設備投資や雇用環境の改善が継続し、景気は

緩やかな回復基調が続きました。

　わが国のみがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線業界（当業界）におきましては、

主要需要家である自動車業界の生産活動が、前年度下半期から引き続き堅

調に推移したことから、平成29年暦年における当業界の生産量は1,862千ト

ンと前年に比し114千トン増加いたしました（前年比6.5％増）。

　このような経営環境下、当社グループは全社を挙げて収益の確保に取り

組みました。

　販売面では、既存の顧客に対するきめ細かな営業活動に加え、新規取引

先の開拓により販売数量の拡大に努めた結果、販売数量は拡大し118千トン

（前期比6.1％増）となり、売上高は17,220百万円（同11.8％増）と増収と

なりました。

　損益につきましては、材料（鋼材）価格の値上げの影響があったものの、

製品価格への転嫁及び販売数量の拡大に努め、併せて固定費を始めとする

コスト削減等に取り組んだ結果、営業利益は493百万円（同68.8％増）、経

常利益は530百万円（同69.7％増）と増益となりました。また、平成29年４

月１日付で完全子会社の株式会社サンユウ九州を吸収合併したことによる

繰延税金資産の計上に伴い税効果適用後の税金費用が軽減したこと等によ

り、親会社株主に帰属する当期純利益は418百万円（同114.6％増）と増益

となりました。

　なお、事業部門ごとの業績は次のとおりであります。
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　まず、みがき棒鋼部門におきましては、販売数量は65千トンとなり、売

上高は10,712百万円（同11.3％増）となりました。

　次に、冷間圧造用鋼線部門におきましては、販売数量は53千トンとなり、

売上高は6,508百万円（同12.6％増）となりました。

②　設備投資の状況及び資金調達の状況

　当連結会計年度に実施した設備投資の総額は488百万円で、その主なもの

は、当社における本社工場景観工事（131百万円）であります。これらの資

金は自己資金及び借入金にて賄いました。

③　対処すべき課題

　わが国経済の今後の見通しにつきましては、雇用及び所得環境の改善傾

向が続くなかで、各種政策の効果もあって、引き続き緩やかに回復してい

くことが予想されますが、海外経済の不確実性などの懸念要因があり、楽

観視できない状況にあります。

　わが国の当業界の今後の見通しにつきましても、主要需要業界である自

動車・建設機械分野において需要は堅調に推移していますが、鉄鋼原料価

格の上昇を背景とした材料（鋼材）価格の更なる改定及び電気・ガス料金

の値上げによるコストへの影響が懸念されます。

　このような経営環境下、当社グループにおきましては、保有する生産設

備の効率的且つ最適な稼働を図るなどグループ間・事業所間の連携を一層

強化することにより、グループ内経営資源を有効に活用し、連結収益の最

大化を追求する所存であります。

　株主の皆様におかれましては、なにとぞ以上の諸事情をご賢察のうえ、

今後ともご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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(2) 財産及び損益の状況の推移

区 分
第69期

(自平成26年４月１日
至平成27年３月31日)

第70期

(自平成27年４月１日
至平成28年３月31日)

第71期

(自平成28年４月１日
至平成29年３月31日)

第72期
(当連結会計年度)

(自平成29年４月１日
至平成30年３月31日)

売 上 高(百万円) 16,218 15,414 15,404 17,220

経 常 利 益(百万円) 302 263 312 530

親会社株主に
帰属する当期
純 利 益

(百万円) 194 173 194 418

１株当たり当期純利益 32円56銭 28円77銭 32円24銭 69円19銭

総 資 産(百万円) 14,723 13,930 13,926 14,478

純 資 産(百万円) 6,950 7,117 7,286 7,662

１株当たり純資産額 1,161円83銭 1,177円56銭 1,205円45銭 1,267円61銭

（注）１株当たり当期純利益は、保有する自己株式を除く期中平均発行済株式の総数に基づき、

１株当たり純資産額は、保有する自己株式を除く期末発行済株式の総数に基づき算出して

おります。

(3) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

会　社　名 資　本　金 当社の議決権比率 主要な事業内容

大同磨鋼材工業株式会社 20百万円 100.0％ 鋼材の販売

三和精密工業株式会社 10百万円 100.0％
みがき棒鋼の精密機械

加工及び加工品の販売
 

（注）当社は平成29年４月１日に当社100％出資の連結子会社である株式会社サンユウ九州を吸

収合併いたしました。

(4) 主要な事業内容（平成30年３月31日現在）
①　みがき棒鋼の製造、加工及び販売
②　冷間圧造用鋼線の製造、加工及び販売
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(5) 事業所（平成30年３月31日現在）
    ①  当社の事業所

本 社 大阪府枚方市春日北町３丁目１番１号
（営業店舗）
枚 方 大阪府枚方市春日北町３丁目１番１号
東 大 阪 大阪府東大阪市今米２丁目６番４号
八 尾 大阪府八尾市老原８丁目58番地
九 州 熊本県菊池市七城町蘇崎1196番８
（工　　場）
本 社 大阪府枚方市春日北町３丁目１番１号
八 尾 大阪府八尾市老原８丁目58番地
九 州 熊本県菊池市七城町蘇崎1196番８

 　 ②　子会社
大同磨鋼材工業株式会社 広島県広島市西区小河内町１丁目25番13号
三和精密工業株式会社 大阪府枚方市春日北町２丁目７番１号

(6) 使用人の状況（平成30年３月31日現在）
①　企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

243名 ６名増

（注）使用人数には、当社グループから当社グループ外への出向者（２名）、嘱託及びパートタ
イマーを含んでいません。

②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

192名 37名増 36.4歳 12.3年

（注）1. 使用人数には、当社から社外への出向者（９名）、嘱託及びパートタイマーを含んでい
ません。

　　 2. 使用人数が37名増加しておりますが、その主な理由は、平成29年４月１日付で株式会社
サンユウ九州を吸収合併したためであります。

(7) 主要な借入先（平成30年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 510百万円

株 式 会 社 伊 予 銀 行 200

株 式 会 社 京 都 銀 行 170

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 130

（注）平成30年４月１日付で株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行は、商号を株式会社三菱ＵＦＪ銀行に

変更いたしました。
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(8) その他企業集団の現況に関する重要な事項

  平成30年２月14日開催の取締役会において、平成30年４月１日を効力発生

日として、当社100％出資の連結子会社である三和精密工業株式会社を当社に

吸収合併することが承認可決されましたので、当社は平成30年４月１日に三

和精密工業株式会社を吸収合併いたしました。

２. 会社の株式に関する事項（平成30年３月31日現在）

 (1)　発行可能株式総数　　19,344,000株

 (2)　発行済株式の総数　   6,091,000株

 (3)　株主数　　　　　　　　　 1,396名

(4)　大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

新 日 鐵 住 金 株 式 会 社 2,035千株 33.67％

株 式 会 社 メ タ ル ワ ン 315 5.21

伊 藤 忠 丸 紅 鉄 鋼 株 式 会 社 295 4.88

日 鉄 住 金 物 産 株 式 会 社 250 4.14

村 岡 克 彦 243 4.03

永 田 麻 里 187 3.10

佐 藤 商 事 株 式 会 社 180 2.98

サ ン ユ ウ 従 業 員 持 株 会 153 2.54

柏 木 伸 夫 135 2.25

株 式 会 社 り そ な 銀 行 110 1.82

 (注）持株比率は、発行済株式の総数から自己株式（46,450株）を控除して計算しております。

（5)　その他株式に関する重要な事項

該当事項はありません。

３. 会社の新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４. 会社役員に関する事項

 (1)　取締役及び監査役の氏名等（平成30年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代表取締役社長 西 野 淳 二

取 締 役 山 田 邦 夫
専務執行役員営業本部長
大同磨鋼材工業株式会社監査役

取 締 役 矢 田 　 光 執行役員安全統括部長兼設備部長

取 締 役 加 藤 和 彦 執行役員財務部長

取 締 役 清 　 水 　 良 　 寛
弁護士
マックスバリュ中部株式会社社外監査役

常 勤 監 査 役 田 中 　 優

監 査 役 熊 岡 繁 喜 熊岡税理士事務所所長

監 査 役 長 谷 川 　 泰 一 郎
新日鐵住金株式会社大阪支社棒線第一室長
日鉄住金精鋼株式会社社外監査役

（注）１．取締役清水良寛氏は社外取締役であります。

２．常勤監査役田中優、監査役熊岡繁喜及び監査役長谷川泰一郎の３氏は社外監査役であ

ります。

３．取締役清水良寛氏及び常勤監査役田中優氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員

として指定し、同取引所に届け出ております。

４．監査役熊岡繁喜氏は税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当の知見を

有するものであります。

(2)　事業年度中に退任した取締役及び監査役

　　 該当事項はありません。
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(3)　当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役
（う　ち　社　外　取　締　役）

５名
(１名)

74,796千円
(2,400千円)

監 査 役
（う　ち　社　外　監　査　役）

２名
(２名)

12,432千円
(12,432千円)

合 計
（ う 　 ち 　 社 　 外 　 役 　 員 ）

７名
(３名)

87,228千円
(14,832千円)

（注）１．監査役の支給人員は、無報酬の監査役１名を除いております。

２．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

３．取締役の報酬限度額は、平成28年６月29日開催の第70期定時株主総会において年額

100,000千円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。

４．監査役の報酬限度額は、平成７年６月29日開催の第49期定時株主総会において年額

24,000千円以内と決議いただいております。

(4)　社外役員等に関する事項

イ．他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の

法人等との関係

監査役長谷川泰一郎氏は、当社の特定関係事業者である新日鐵住金株式

会社の業務執行者を兼務しております。

ロ．他の法人等の社外役員等としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の

法人等との関係

　取締役清水良寛氏は、マックスバリュ中部株式会社の社外監査役であり

ます。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。

　監査役長谷川泰一郎氏は、日鉄住金精鋼株式会社の社外監査役でありま

す。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。
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ハ．当事業年度における取締役会及び監査役会への出席状況並びに発言状況

氏 名 活 動 状 況

 取締役　清　水　良　寛

当事業年度中に開催の取締役会18回のうち17回出

席しており、弁護士としての豊富な経験と専門知識

及び他社での社外役員の経験を活かして、取締役会

において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を

確保するための発言、助言及び提言を行っておりま

す。

 監査役　田　中　　　優

当事業年度中に開催の取締役会18回のうち18回、監

査役会６回のうち６回出席しており、これまでに培

った経理及び監査業務に関する経験を活かして、取

締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適

正性を確保するための発言及び内部統制システム

を構築するための助言・提言を行っております。ま

た、監査役会において、当社の経理システム及び内

部監査について、適宜、必要な発言を行っておりま

す。

 監査役　熊　岡　繁　喜

当事業年度中に開催の取締役会18回のうち18回、監

査役会６回のうち６回出席しており、税理士として

の専門的見地から、取締役会において、特に税務に

関わる助言・提言を行っております。また、監査役

会において、当社の経理システム及び内部監査につ

いて、適宜、必要な発言を行っております。

 監査役　長谷川　泰一郎

当事業年度中に開催の取締役会18回のうち16回、監

査役会６回のうち６回出席しており、鉄鋼人として

の幅広い見地から、取締役会において、取締役会の

意思決定の妥当性・適正性を確保するための発言、

助言及び提言を行っております。また、監査役会に

おいて、当社の経理システム及び内部監査につい

て、適宜、必要な発言を行っております。
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ニ．責任限定契約の内容の概要

当社は、会社法第427条第１項の規定により、社外取締役及び各社外監査

役との間に、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定する契約を締結

しております。

当該契約に基づく賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額と

しております。

５. 会計監査人の状況

 (1)　会計監査人の名称    有限責任あずさ監査法人

 (2)　会計監査人としての報酬等の額

支　払　額

当事業年度に係る会計監査人としての

報酬等の額
24,480千円

当社及び当社子会社が会計監査人に支

払うべき金銭その他の財産上の利益の

合計額

24,480千円

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と

金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておら

ず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額に

はこれらの合計額を記載しております。

      ２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況

及び報酬見積りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検

証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をい

たしました。

 (3)　非監査業務の内容

　該当事項はありません。
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 (4)　会計監査人の解任または不再任の決定方針

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ

ると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に

関する議案の内容を決定いたします。

　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に

該当すると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解

任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集

される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨及び解任の理由を報

告いたします。

６. 業務の適正を確保するための体制

    取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制そ

の他株式会社の業務並びに当社及び子会社から成る企業集団の業務の適正を確

保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

(1)　当社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため

の体制

　　  当社の経営管理体制は取締役会、監査役会及び会計監査人によって構成さ

れます。

　取締役会は、取締役会規程その他の規程に基づき、経営上の重要事項につ

いて決定を行い、または報告を受けます。

　業務執行取締役（執行役員を兼務する取締役）は、取締役会における決定

に基づき、各々の業務分担に応じて職務執行を行い、使用人の職務執行を監

督するとともに、その状況を取締役会に報告します。また､各取締役は、他の

取締役の職務執行の法令及び定款への適合性に関し、相互に監視します。

 (2)　当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

  当社は、情報管理に関する規程に基づき、取締役会議事録をはじめとする

職務執行上の各種情報について、管理責任者の明確化、守秘区分の設定等を

行った上で、適切に保管します。

　また､財務情報等の重要な経営情報について、法令等に定める方法のほか、

適時・的確な開示に努めます。
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 (3)　当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

  各業務執行取締役及び各執行役員は、自部門における事業上のリスクの把

握・評価を行い、諸規程で定められた権限・責任に基づき業務を執行します。

　安全衛生、環境・防災、情報管理、販売・購買・品質管理、財務報告の信

頼性等に関する各リスクについては、各々の担当部門が規程・マニュアル等

を整備し、従業員へ教育・啓発活動を通して周知するとともに、そのリスク

管理状況を内部統制室とタイアップして行うモニタリング等を通じて把握・

評価し、継続的な改善に向けたリスク管理活動に努めます。

 (4)　当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

  予算計画、設備投資及び投融資等の重要な個別執行事項については、執行

役員会での審議を経て、取締役会において執行を決定します。

　取締役会での決定に基づく業務執行は､各業務執行取締役、各執行役員及び

各部課長が遂行します。また､職務権限規程等の整備により必要な業務手続

等を定め、各業務執行取締役、各執行役員及び各部課長の権限と責任を明確

化します。
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 (5)　当社の使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため

の体制

  ｢サンユウ企業理念｣及び経営方針に基づき、全ての役員・従業員が経営の

理念や方針を共有するとともに、業務運営における判断の基準とします。各

業務執行取締役、各執行役員及び各部課長は、業務運営方針等を従業員に対

し周知・徹底します。

　各業務執行取締役、各執行役員及び各部課長は､内部統制基本規程及びサン

ユウ　コンプライアンス　プログラムに従い、自部門における法令・規程遵

守状況の把握等、業務上の法令違反行為の未然防止に努めるとともに、法令

違反のおそれのある行為・事実を認知した場合、すみやかに内部統制室及び

総務企画部門に報告します。

　内部統制室長は、社全体の内部統制システムの整備・運用状況を確認し、

各部門における法令及び規程遵守状況を把握・評価するとともに、法令・規

程違反の防止策等の必要な措置を講じます。

　これらの内容については、定期的に開催される代表取締役社長を委員長と

する内部統制委員会に報告され、コンプライアンスのチェックを行うととも

に業務執行取締役・執行役員・従業員に対する意識付けを徹底します。コン

プライアンス活動の一環として講習会の実施やマニュアルの作成・配付等、

従業員に対する教育体制を整備・拡充します。

　従業員は、法令及び規程を遵守し、適正に職務を行う義務を負います。違

法行為等を行った従業員については、就業規則に基づき懲戒処分を行います。

 (6)　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体

制

  当社及びグループ会社は、事業戦略を共有化するとともに、一体となった

経営を行います。

　グループ会社の内部統制システムについては、各グループ会社社長の責任

に基づく自律的な構築・運用を基本としつつ、内部統制室長は各主管部門と

連携し、当社グループ全体の内部統制の状況を把握・評価するとともに、各

主管部門及び各グループ会社に対し、指導・助言を行います。
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 (7)　監査役の監査に関する事項

  当社の取締役、執行役員及び従業員は、職務執行の状況、経営に重要な影

響を及ぼす事実等の重要事項について、適時・適切に監査役または監査役会

に直接または内部統制室等当社関係部門を通じて報告します。

　また、当社の取締役、執行役員及び従業員は、内部統制システムの整備・

運用状況等の経営上の重要事項について、取締役会、執行役員会及び内部統

制委員会等において報告し、監査役との間で情報を共有するとともに、必要

に応じて監査役より報告を受けます。

　グループ会社の取締役、監査役及び従業員は、各グループ会社における職

務執行の状況、経営に重要な影響を及ぼす事実等の重要事項について、適時・

適切に当社の監査役または監査役会に直接または内部統制室等当社関係部門

を通じて報告します。

　当社は、これらの報告をした者に対し、内部通報に関する規程等に基づき、

報告したことを理由とする不利な取扱いは行いません。

　会計監査人、内部統制室長及び内部監査室長は、それぞれ監査役と定期的

にまたは必要の都度、それぞれの重要課題等に関する意見または情報交換を

行う等、相互に連携を図ります。また、内部統制室長は内部通報制度の運用

状況について監査役に報告します。

　当社は、監査役の職務執行上必要と認める費用を予算に計上します。また、

監査役が緊急または臨時に支出した費用については、事後、監査役の償還請

求に応じます。

－ 14 －



７. 業務の適正を確保するための体制の運用状況について

    当社は、業務の適正を確保するための体制に基づき、以下のような具体的な

取り組みを行っております。

(1)　取締役の職務の執行

　　  取締役は、役員・従業員の法令遵守を強化するために当社で作成した「サ

ンユウ コンプライアンス プログラム」に記載する行動規範の定めに従い、

法令及び定款に則って行動するよう徹底されています。また、取締役会等を

通じ社外取締役から発言される機会を設けることで、監督機能が強化されて

おります。

　なお、当事業年度において、取締役会を18回開催し、取締役会規程その他

の規程に基づき、経営上の重要な事項について決定を行い、報告を受けまし

た。

 (2)　リスク管理

  当社の損失の危険の管理に関する体制のうち、主に環境・防災に関するリ

スクについては、当社では毎年、大規模災害発生を想定し従業員避難を含め

た初動対策の訓練を行っております。当事業年度におきましては災害発生時

における対応リストのチェックを行い、問題及び課題を確認いたしました。

この訓練で抽出した課題は次年度の訓練プログラムに反映し、更なる改善に

つなげる所存であります。

  また、情報漏洩対策としてパソコン監視ソフトを導入し、データの複写・

変更・削除・印刷及びメールの送受信内容（添付ファイルを含む）の情報を

全て記録しており、何時、誰が、何を行ったかが追跡可能となっています。

当社のパソコンを使用する者にはそれらの仕組みを説明し、不正を行わない

よう教育しております。

  セキュリティーについては、法人向けのウイルス対策ソフトを導入し、ウ

イルスやフィッシングメールの削除を行っております。

 (3)　内部統制システム全般

　当事業年度において内部統制委員会は４回開催いたしました。内部統制委

員会においては、内部統制に関する年度計画の承認がなされ、各機能部門に

おける自己点検及び第三者によるモニタリング結果が報告されるとともに、

抽出された問題及び対策(案)の議論を経て、実行に至るまでのフォローがな

されました。この一事業年度にわたるＰＤＣＡのサイクルを回すことにより、

内部統制システム全般の整備・運用に関する改善を進めております。
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８. 会社の支配に関する基本方針

当社は、永年蓄積した業務知識や営業ノウハウを有効活用することによって

全てのお客様に最高の満足度を提供することを経営の基本施策として、長期的

視野にたった経営を行い、現在のような強固な財務基盤を形成し、安定収益、

安定配当を実現しております。したがって、経営の効率性や収益性を高める観

点から、専門性の高い業務知識や営業ノウハウを備えた者が取締役に就任して、

法令及び定款の定めを遵守しつつ当社の財務及び事業の方針の決定に関する重

要な職務を担当することが、会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資する

ものと考えており、このことをもって会社の財務及び事業の方針の決定を支配

する者の在り方に関する基本方針としております。

 (注）本事業報告に記載されている金額及び株式数については、表示単位未満の

端数は切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成30年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産  の  部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

電 子 記 録 債 権

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

（ 有 形 固 定 資 産 ）

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

リ ー ス 資 産

そ の 他

（ 無 形 固 定 資 産 ）

（投資その他の資産）

投 資 有 価 証 券

出 資 金

長 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

(14,478,137)

9,434,279

1,093,117

4,267,755

746,345

1,545,889

205,575

1,290,440

101,657

229,351

△45,852

5,043,857

(4,695,920)

1,554,280

1,539,177

1,448,032

70,927

83,502

(97,651)

(250,285)

72,678

76,927

48,982

33,354

18,343

（負 債  の  部） (6,815,982)

流 動 負 債 6,158,268

支払手形及び買掛金 4,898,098

短 期 借 入 金 200,000

１年内返済予定の長期借入金 380,000

リ ー ス 債 務 20,086

未 払 法 人 税 等 54,205

賞 与 引 当 金 155,037

そ の 他 450,841

固 定 負 債 657,714

長 期 借 入 金 450,000

リ ー ス 債 務 55,605

繰 延 税 金 負 債 27,098

退職給付に係る負債 60,636

資 産 除 去 債 務 64,013

そ の 他 360

（純 資 産 の 部） (7,662,154)

株 主 資 本 7,658,407

資 本 金 1,513,687

資 本 剰 余 金 1,318,057

利 益 剰 余 金 4,848,029

自 己 株 式 △21,367

その他の包括利益累計額 3,747

その他有価証券評価差額金 3,747

資 産 合 計 14,478,137 負 債 ・ 純 資 産 合 計 14,478,137
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連 結 損 益 計 算 書

（ 自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日 ）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 17,220,651

売 上 原 価 14,846,358

売 上 総 利 益 2,374,292

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,881,197

営 業 利 益 493,094

営 業 外 収 益 56,480

受 取 利 息 及 び 配 当 金 6,623

受 取 賃 貸 料 32,349

そ の 他 17,507

営 業 外 費 用 18,983

支 払 利 息 5,839

賃 貸 費 用 11,484

そ の 他 1,658

経 常 利 益 530,592

特 別 利 益 131

固 定 資 産 売 却 益 131

特 別 損 失 135,110

固 定 資 産 売 却 損 4,635

固 定 資 産 除 却 損 22,773

出 資 金 評 価 損 107,702

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 395,613

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 85,885

法 人 税 等 調 整 額 △108,493

当 期 純 利 益 418,221

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 －

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 418,221
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連結株主資本等変動計算書

（ 自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日 ）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,513,687 1,318,057 4,472,119 △21,331 7,282,533

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △42,312 △42,312

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

418,221 418,221

自 己 株 式 の 取 得 △35 △35

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － 375,909 △35 375,873

当 期 末 残 高 1,513,687 1,318,057 4,848,029 △21,367 7,658,407

その他の包括利益累計額
純資産合計

その他有価証券評価差額金

当 期 首 残 高 3,938 7,286,471

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △42,312

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

418,221

自 己 株 式 の 取 得 △35

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

△190 △190

当 期 変 動 額 合 計 △190 375,683

当 期 末 残 高 3,747 7,662,154
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連 結 注 記 表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1) 連結の範囲に関する事項

①連結子会社の数　　　　　　　２社

②連結子会社の名称　　　　　　大同磨鋼材工業株式会社

三和精密工業株式会社

(2) 連結の範囲の変更に関する注記

連結の範囲の変更　　　　　　当連結会計年度から株式会社サンユウ九州を連結の範囲か

ら除外しています。これは、当社を存続会社とする吸収合

併により消滅したためであります。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結会計年度と一致しています。

(4) 会計方針に関する事項

①資産の評価基準及び評価方法

有価証券

その他有価証券

時価のないもの　　　　　　　移動平均法による原価法により評価しています。

棚卸資産

通常の販売目的で保有する棚卸資産

商品及び製品　　　　　　　　総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）により評価しています。

仕　 掛 　品　　　　　　　　移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）により評価しています。

原   材　 料　　　　　　　　移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）により評価しています。

②固定資産の減価償却の方法

有形固定資産　　　　　　　　　　定率法によっています。ただし、平成28年４月１日以

（リース資産を除く)　　　　　　 降に取得した建物附属設備及び構築物については、定

　　　　　　　　　　　　　　　　額法によっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　建物及び構築物　　　　15～50年

　機械装置及び運搬具　　　　14年

無形固定資産　　　　　　　　　　定額法によっています。

(リース資産を除く)　　　　　　 なお、自社利用のソフトウェアについては、社内にお

ける利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用してい
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ます。

リース資産　　　　　　　　　　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース

資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しています。

③引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しています。

賞 与 引 当 金 従業員への賞与の支給に備えるため、翌連結会計年度

に支給する賞与のうち、当連結会計年度の負担すべき

支給見込額を計上しています。

④退職給付に係る負債の計上基準

　　当社及び連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係

　る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しています。

⑤消費税等の会計処理

　　税抜処理によっています。

２．表示方法の変更に関する注記

　（連結貸借対照表）

　前連結会計年度まで流動資産の「受取手形及び売掛金」に含めて表示しておりました「電

子記録債権」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より区分掲記しています。

　なお、前連結会計年度の「電子記録債権」は641,363千円であります。

３．連結貸借対照表等に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 9,823,473千円

(2) 国庫補助金等により有形固定資産の

　　　取得価額から直接控除している圧縮累計額 127,469千円

(3) 保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対する保証債務 35,119千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（USD　330,571）

      （注）外貨建保証債務は、決算時の為替相場により円換算しています。
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(4) 期末日満期手形

期末日手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しています。

なお、連結会計年度末日が金融機関休業日であるため、次の期末日満期手形は満期日に交

換が行われたものとみなして処理しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受取手形 251,193千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子記録債権　　　　　　　　69,919

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支払手形　　　　　　　　　　54,926

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首の株式数

（株）
当連結会計年度増加株式数

（株）
当連結会計年度減少株式数

（株）
当連結会計年度末の株式数

（株）

普通株式 6,091,000 － － 6,091,000

(2) 自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首の株式数

（株）
当連結会計年度増加株式数

（株）
当連結会計年度減少株式数

（株）
当連結会計年度末の株式数

（株）

普通株式 46,370 80 － 46,450

（注）自己株式の数の増加80株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

(3) 剰余金の配当に関する事項

①配当金支払額

平成29年６月29日開催の第71期定時株主総会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 42,312千円

・１株当たり配当額 ７円

・基準日 平成29年３月31日

・効力発生日 平成29年６月30日
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②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

平成30年６月28日開催の第72期定時株主総会の議案として普通株式の配当に関する事項

を次のとおり提案しています。

・配当金の総額 54,400千円

・１株当たり配当額 ９円

・基準日 平成30年３月31日

・効力発生日 平成30年６月29日

なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しています。

５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

　①金融商品に対する取組方針

当社は、事業計画に照らして、必要な資金は主に銀行借入で調達しており、その調達方

法は資金所要の長短等の特性を踏まえ決定しています。なお、連結子会社の資金調達は、

全て当社からの借入金で賄っています。

一時的な余剰資金は短期的な預金（３ヶ月満期の定期預金）等で運用しています。

また、デリバティブ取引はリスクヘッジ目的でのみ使用し、投機目的では利用しないと

規定しています。なお、現時点では当該取引は行っておらず、今後とも行わない方針で

あります。

　②金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。なお、外

貨建て債権はありません。

投資有価証券は主に業務上の関係を有する企業の株式であり、発行体の信用リスクに晒

されています。

営業債務である支払手形及び買掛金は、ほとんどが４ヶ月以内の支払期日であります。

借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金（原則と

して５年以内）は主に設備投資及び連結子会社に対する貸付金に係る資金調達でありま

す。なお、借入金利は固定金利を基本としています。

　③金融商品に係るリスク管理体制

信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は「取引規程」に従い取引先と基本契約書を締結し、取引先企業の信用状態に応じ

担保を設定するなど債権保全策を検討してまいります。

また、「信用限度に関する規程」に従い、取引先ごとに取引限度枠を設定し、毎月取引

先ごとに債権の期日管理及び残高管理を行うとともに、１年ごとに取引限度枠の見直し

を行っています。
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市場リスク（価格変動リスク）の管理

投資有価証券については、定期的に時価や取引先企業の財務内容を把握し、取引先企業

との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しています。

資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の管理

当社グループは、毎期、各部署からの計画（販売計画、設備投資計画など）に基づき財

務部が年間資金計画を作成しています。また、期中においては適時更新するなど、定期

的に流動性リスクを管理しています。

　④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれています。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでい

るため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　平成30年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれ

らの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と

認められるものは、次表には含まれていません（（注２）参照）。　　　（単位：千円）

連結貸借対照表

計上額(*)
時価(*) 差額

①現金及び預金

②受取手形及び売掛金

③電子記録債権

④支払手形及び買掛金

⑤短期借入金

⑥長期借入金

1,093,117

4,267,755

746,345

(4,898,098)

(200,000)

(830,000)

1,093,117

4,267,755

746,345

(4,898,098)

(200,000)

(831,669)

－

－

－

－

－

(1,669)

(*）負債に計上されているものについては、(　)で示しています。

(注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券取引に関する事項

　①現金及び預金、②受取手形及び売掛金、並びに③電子記録債権

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額

によっています。

　④支払手形及び買掛金、並びに⑤短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額

によっています。
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　⑥長期借入金

長期借入金のうち、変動金利によるものの時価は、帳簿価額と近似していると考えられる

ため、当該帳簿価額によっています。また、固定金利によるものの時価は、元利金の合計

額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定して

います。

(注２) 非上場株式及び出資金（連結貸借対照表計上額149,605千円）並びに保証債務は、市場

価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を把握する

ことが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としていません。

(注３) 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

(単位：千円）

１年以内
１年超

５年以内

５年超

10年以内
10年超

現金及び預金 1,093,117 － － －

受取手形及び売掛金

電子記録債権

4,267,755

746,345

－

－

－

－

－

－

合計 6,107,218 － － －

(注４) 長期借入金の返済予定額

(単位：千円）

１年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超

長期借入金 380,000 280,000 140,000 30,000 － －

６．１株当たり情報に関する注記

①１株当たり純資産額 1,267円61銭

②１株当たり当期純利益 69円19銭
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貸 借 対 照 表

（平成30年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（資  産  の  部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

（ 有 形 固 定 資 産 ）

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

（ 無 形 固 定 資 産 ）

ソ フ ト ウ ェ ア

ソフトウェア仮勘定

電 話 加 入 権

水 道 施 設 利 用 権

（投資その他の資産）

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

長 期 貸 付 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

(14,030,236)

8,765,921

918,039

1,870,875

706,260

2,232,409

1,270,977

205,575

1,290,440

6,022

83,404

206,031

16,197

△40,312

5,264,315

(4,226,695)

1,391,091

154,595

1,322,919

3,069

64,147

1,239,532

34,298

17,040

(95,992)

50,449

39,936

3,633

1,973

(941,627)

72,678

625,619

76,907

120,982

7,866

33,354

4,218

（負 債  の  部） (6,494,217)

流 動 負 債 5,932,705

支 払 手 形 552,734

買 掛 金 4,189,888

短 期 借 入 金 200,000

１年内返済予定の長期借入金 380,000

リ ー ス 債 務 8,303

未 払 金 379,067

未 払 法 人 税 等 48,200

未 払 費 用 20,554

預 り 金 1,009

賞 与 引 当 金 133,600

そ の 他 19,346

固 定 負 債 561,512

長 期 借 入 金 450,000

リ ー ス 債 務 28,140

退 職 給 付 引 当 金 28,032

資 産 除 去 債 務 55,339

（純 資 産 の 部） (7,536,019)

株 主 資 本 7,532,271

資 本 金 1,513,687

資 本 剰 余 金 1,317,207

資 本 準 備 金 1,317,207

利 益 剰 余 金 4,722,743

利 益 準 備 金 258,187

その他利益剰余金 4,464,555

買換資産圧縮積立金 190,442

別 途 積 立 金 3,600,000

繰越利益剰余金 674,113

自 己 株 式 △21,367

評 価 ・ 換 算 差 額 等 3,747

その他有価証券評価差額金 3,747

資 産 合 計 14,030,236 負 債 ・ 純 資 産 合 計 14,030,236
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損 益 計 算 書

（ 自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日 ）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 16,450,843

売 上 原 価 14,477,481

売 上 総 利 益 1,973,362

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,505,338

営 業 利 益 468,024

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 7,191

受 取 賃 貸 料 30,722

そ の 他 13,858 51,772

営 業 外 費 用

支 払 利 息 5,839

賃 貸 費 用 9,890

そ の 他 476 16,206

経 常 利 益 503,590

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 4,304

固 定 資 産 除 却 損 22,394

出 資 金 評 価 損 107,702 134,401

税 引 前 当 期 純 利 益 369,188

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 74,674

法 人 税 等 調 整 額 △108,824 △34,149

当 期 純 利 益 403,338
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株主資本等変動計算書

（ 自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日 ）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計買換資産圧縮

積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 1,513,687 1,317,207 258,187 196,768 3,600,000 306,762 4,361,717 △21,331 7,171,281

当 期 変 動 額

買換資産圧縮
積立金の取崩

△6,325 6,325 － －

剰余金の配当 △42,312 △42,312 △42,312

当 期 純 利 益 403,338 403,338 403,338

自己株式の取得 － △35 △35

株主資本以外の項目の当
期 変 動 額 （ 純 額 ）

当期変動額合計 － － － △6,325 － 367,351 361,025 △35 360,990

当 期 末 残 高 1,513,687 1,317,207 258,187 190,442 3,600,000 674,113 4,722,743 △21,367 7,532,271

評価・換算差額等
純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金

当 期 首 残 高 3,938 7,175,219

当 期 変 動 額

買換資産圧縮
積立金の取崩

－

剰余金の配当 △42,312

当 期 純 利 益 403,338

自己株式の取得 △35

株主資本以外の項目の当
期 変 動 額 （ 純 額 ）

△190 △190

当期変動額合計 △190 360,800

当 期 末 残 高 3,747 7,536,019
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1）資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法により評価しています。

その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法により評価しています。

②棚卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有する棚卸資産

商品及び製品　　　　　　　総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）により評価しています。

仕　 掛 　品　　　　　　　移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）により評価しています。

原　 材 　料　　　　　　　移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）により評価しています。

(2）固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産　　　　　　　　定率法によっています。ただし、平成28年４月１日以降に

(リース資産を除く)　　　　　 取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっ

　　　　　　　　　　　　　　　ています。

　　　　　　　　　　　　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　建　　物　　　　　　15～50年

　機械装置　　　　　　　　14年

②無形固定資産　　　　　　　　定額法によっています。

(リース資産を除く)　　　　　 なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における

利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しています。

③リース資産　　　　　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しています。

(3）引当金の計上基準

①貸 倒 引 当 金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上して

います。
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②賞 与 引 当 金 従業員への賞与の支給に備えるため、翌事業年度に支給す

る賞与のうち、当事業年度の負担すべき支給見込額を計上

しています。

③退 職 給 付 引 当 金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退

職給付債務の見込額に基づき計上しています。

退職給付引当金及び退職給付債務の計算に、退職給付に係

る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用い

た簡便法を適用しています。

(4）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理方法

税抜処理によっています。

２．表示方法の変更

（貸借対照表）

　前事業年度まで流動資産の「受取手形」に含めて表示しておりました「電子記録債権」は、

金額的重要性が増したため、当事業年度より区分掲記することとしました。

　なお、前事業年度の「電子記録債権」は500,340千円であります。

３．貸借対照表等に関する注記

(1）有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　　　　9,436,160千円

(2）国庫補助金等により有形固定資産の

　　　取得価額から直接控除している圧縮累計額　　　　　　　　　　　　127,469千円

(3）保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対する保証債務　　　 35,119千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（USD　330,571）

　　　(注)外貨建保証債務は、決算時の為替相場により円換算しています。

(4）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

　　　　短期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　314,765千円

　　　　長期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 72,000千円

　　　　短期金銭債務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 27,038千円

(5）期末日満期手形

期末日手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しています。

なお、事業年度末が金融機関の休業日であるため、次の期末日満期手形は満期日に交換が

行われたものとみなして処理しています。

　　　　受取手形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　251,071千円
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　　　　電子記録債権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 66,386千円

　　　　支払手形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30,930千円

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引

営業取引の取引高

売上高 915,786千円

仕入高 18,704千円

その他の営業取引高 641,817千円

営業取引以外の取引高 19,573千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首の株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末の株式数

（株）

普通株式 46,370 80 － 46,450

（注）自己株式の数の増加80株は、単元未満株式の買取りによる増加分であります。
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６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産(流動）

賞与引当金 40,881千円

貸倒引当金 12,335千円

未払事業税 5,508千円

その他 18,504千円

合計 83,404千円

繰延税金資産(固定)

退職給付引当金 8,577千円

減価償却超過額 69,212千円

繰越欠損金 47,570千円

その他 77,181千円

小計 202,541千円

評価性引当額 △76,603千円

合計 125,938千円

繰延税金負債(固定)

買換資産圧縮積立金 △83,970千円

建物 △6,961千円

その他有価証券評価差額金 △1,652千円

合計 △92,584千円

繰延税金資産の純額 116,758千円
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７．関連当事者との取引に関する注記

(1）親会社及び法人主要株主等

種類
会社等の
名称

資本金又
は出資金
(百万円)

事業の
内容

又は職業

議決権の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

新日鐵
住金㈱

419,524 鉄鋼業
被所有
　直接
　間接

33.67
1.11

主要材料の
購入

役員の兼任

主要材料の
仕入

6,669,092 未収入金 184,093

取引条件及び取引条件の決定方針等

①主要材料の仕入は商社を通じて仕入れていますが、当社と当該関連当事者との間で市場動向

等を参考にして価格交渉を行い決定しています。

②上記取引金額には、消費税等が含まれていませんが、期末残高には消費税等が含まれていま

す。

（注）ａ．取引金額には商社経由の仕入金額を含めて表示しています。

ｂ．商社経由の取引であるため、当該関連当事者に対する仕入債務は発生しません。

８．企業結合に関する注記

（共通支配下の取引等）

（１）株式会社サンユウ九州

当社は、平成28年４月14日付で締結した当社を存続会社、当社の完全子会社である株式

会社サンユウ九州を消滅会社とする吸収合併契約に基づき、平成29年４月１日付で同社を

吸収合併しました。なお、吸収合併契約は平成28年６月29日開催の当社定時株主総会にお

いて承認されています。

１）取引の概要

　①　結合当事企業の名称及びその事業の内容等（平成29年３月31日現在）

　　　　　結合企業の名称　　　株式会社サンユウ

　　　　　事業の内容　　　　　みがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線の製造・加工及び販売

　　　　　被結合企業の名称　　株式会社サンユウ九州

　　　　　事業の内容等　　　　みがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線の製造・加工及び販売

　　　　　　　　　　　　　　　　売上高　　　3,333,719千円

　　　　　　　　　　　　　　　　当期純利益　　 49,431千円

　　　　　　　　　　　　　　　　純資産　　　 △80,393千円

　　　　　　　　　　　　　　　　総資産　　　2,599,461千円

　　②　企業結合日

　　　　平成29年４月１日

　　③　企業結合の法的形式

　　　　当社を存続会社、株式会社サンユウ九州を消滅会社とする吸収合併
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　　④　結合後企業の名称

　　　　株式会社サンユウ

　　⑤　合併の目的

現在、鉄鋼産業及び当社を取り巻く環境が厳しいなか、当社は子会社の株式会社サ

ンユウ九州との合併を実施することにより、両社一体経営の実現を図り、サンユウグ

ループ連結ベースでの

1.経営の更なる効率化

2.経営資源（人材・設備・資金）の弾力的かつ効率的な運用

3.品質管理体制及び技術開発力の強化

4.物流体制の一元管理によるＪＩＴ体制の高度化

の各目標を追求するものであります。

２）実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）及び「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第

10号　平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引として会計処理を実施する予定

であります。

（２）三和精密工業株式会社

当社は、平成30年２月14日付で締結した当社を存続会社、当社の完全子会社である三

和精密工業株式会社を消滅会社とする吸収合併契約に基づき、平成30年４月１日付で同

社を吸収合併しました。詳細については、「重要な後発事象に関する注記」をご参照く

ださい。

９．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,246円75銭

１株当たり当期純利益 66円73銭

10．重要な後発事象に関する注記

　（共通支配下の取引等）

当社は、平成30年２月14日付で締結した当社を存続会社、当社の完全子会社である三和精密

工業株式会社を消滅会社とする吸収合併契約に基づき、平成30年４月１日付で同社を吸収合併

しました。
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（１）取引の概要

　　①　結合当事企業の名称及びその事業の内容等（平成30年３月31日現在）

　　　　　　　結合企業の名称　　　株式会社サンユウ

　　　　　　　事業の内容　　　　　みがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線の製造・加工及び販売

　　　　　　　被結合企業の名称　　三和精密工業株式会社

　　　　　　　事業の内容等　　　　みがき棒鋼の精密加工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　売上高　　　　244,457千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　当期純損失　　△8,052千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　純資産　　　　163,261千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　総資産　　　　270,206千円

　　②　企業結合日

　　　　平成30年４月１日

　　③　企業結合の法的形式

　　　　当社を存続会社、三和精密工業株式会社を消滅会社とする吸収合併

　　④　結合後企業の名称

　　　　株式会社サンユウ

　　⑤　合併の目的

店売市場の縮小等国内市場の頭打ち傾向という厳しい事業環境にあって、以下の㋑

～㋩のとおり、経営資源の機動的・効率的な活用を図るとともに、技術・品質面及び

コンプライアンス面において経営体制の強化を図り自動車関連分野における取引拡大

に資するものとしたい。

㋑.二次加工分野を含む一貫品質管理・保証体制の確立、技術開発力の強化、並びに

外注先を含む効率的な加工体制の構築

㋺.一貫した収益・コスト管理体制の確立、並びに設備投資等の意思決定の迅速化

㋩.精密加工能力を活用した営業拡大

（２）実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）及び「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第

10号　平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引として会計処理を実施する予定

であります。

なお、これにより翌事業年度において抱合せ株式消滅差益として85,645千円を特別利

益に計上する予定であります。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

平成30年５月７日

株 式 会 社 サ ン ユ ウ

取 締 役 会 御 中

有限責任あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小 林 礼 治 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中 畑 孝 英 

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社サンユ

ウの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の連結

計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等

変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。こ

れには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し

適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用

することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立

場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人

は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監

査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、

これに基づき監査を実施することを求めている。
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　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手

するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不

正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づ

いて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見

表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し

て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成

と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が

採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積

りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含ま

れる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し

たと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社サンユウ及び連結子会

社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状

況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に

より記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

平成30年５月７日

株 式 会 社 サ ン ユ ウ

取 締 役 会 御 中

有限責任あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小 林 礼 治 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中 畑 孝 英 

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社

サンユウの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第72期事業年

度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算

書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書

類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判

断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立

場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにあ

る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基

準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びそ

の附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を

得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求め

ている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について

監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の

判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚

偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内

部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人

は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する

ために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部

統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適

用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し

たと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及

びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点

において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に

より記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

当監査役会は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第72期事業
年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づ
き、審議の結果、監査役全員の一致した意見として本監査報告書を作成し、
以下のとおり報告致します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の

実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方
針、監査計画に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎
通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の
方法で監査を実施しました。
①　取締役会、執行役員会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用

人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明
を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において
業務及び財産の状況を調査致しました。
また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通

及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けま
した。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適
合することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社から
成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法
施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締
役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制
システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状
況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表
明致しました。

③　事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本
方針については、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、そ
の内容について検討を加えました。

④　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施してい
るかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状
況について報告を受け必要に応じて説明を求めました。
　また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保す
るための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に
関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従っ
て整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細
書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討致
しました。
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２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め

ます。
　　また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締
役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

④　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配
する者の在り方に関する基本方針については、指摘すべき事項は認め
られません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。
(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

平成30年５月９日

株式会社サンユウ 監査役会

常勤社外監査役 田 中 　 優 

社 外 監 査 役 熊 岡 繁 喜 

社 外 監 査 役 長谷川  泰一郎 

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金の処分の件

第72期の期末配当につきましては、当期の業績及び今後の事業展開等を勘案し、

以下のとおりといたしたいと存じます。

① 配当財産の種類

金銭といたします。

② 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金９円といたしたいと存じます。

なお、この場合の配当総額は、54,400,950円となります。

③ 剰余金の配当が効力を生じる日

平成30年６月29日といたしたいと存じます。

第２号議案　定款一部変更の件

１. 提案の理由

経営環境の変化に機動的に対応できる経営体制を構築するとともに、取締

役の経営責任を明確にするため、現行定款第21条第１項に定める取締役の任

期を２年から１年に短縮することとし、任期調整に関する同条第２項の削除

を行うものであります。

なお、執行役員につきましても、当社執行役員規程を一部変更し、その任

期を２年から１年に短縮することとしております。

また、上記と併せ、できるだけ簡素で実践的な経営体制とするため、現行

定款第22条第２項を一部変更して取締役会長及び取締役相談役の地位の削除

を行うとともに、現行定款第23条第２項を一部変更して副社長執行役員の地

位の削除を行うものであります。
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２. 変更の内容

変更の内容は次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）

現　行　定　款 変　　更　　案

（任期）

第21条　取締役の任期は、選任後２年

以内に終了する事業年度のう

ち最終のものに関する定時株

主総会の終結の時までとす

る。

    ２. 増員または補欠として選任さ

れた取締役の任期は、在任取

締役の任期の満了する時まで

とする。

（代表取締役および役付取締役）

第22条　取締役会は、その決議によっ

て代表取締役を選定する。

    ２. 取締役会は、その決議によっ

て取締役会長、取締役社長各

１名および取締役相談役を定

めることができる。

（執行役員および役付執行役員）

第23条　当会社は、取締役会の決議に

より、執行役員を置くことが

できる。

    ２. 取締役会は、その決議によっ

て副社長執行役員、専務執行

役員および常務執行役員各若

干名を定めることができる。

（任期）

第21条　取締役の任期は、選任後最初

に開催される定時株主総会の

終結の時までとする。

（削　除）

（代表取締役および役付取締役）

第22条　取締役会は、その決議によっ

て代表取締役を選定する。

    ２. 取締役会は、その決議によっ

て取締役社長１名を定めるこ

とができる。

（執行役員および役付執行役員）

第23条　当会社は、取締役会の決議に

より、執行役員を置くことが

できる。

    ２. 取締役会は、その決議によっ

て専務執行役員および常務執

行役員各若干名を定めること

ができる。
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第３号議案　取締役３名選任の件

取締役全員（５名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。

つきましては、経営体制の効率化のため２名減員し、取締役３名の選任をお願

いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであります。

候
補
者
番
号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
（生年月日）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する
当 社 の
株 式 数

１
にし

西
の

野
じゅん

淳
じ

二
（昭和31年２月６日生）

昭和56年４月　新日本製鐵株式會社入社

平成９年６月　同社室蘭製鐵所圧延工場棒鋼

技術グループリーダー

平成17年４月　同社名古屋支店　部長

平成19年７月　同社釜石製鐵所製造部長

平成21年７月　同社室蘭製鐵所製品技術部長

平成23年４月　同社棒線事業部棒線営業部 

部長

平成24年10月　新日鐵住金株式会社へ統合

　　　　　　　同社棒線事業部棒線技術部長

平成25年４月　同社棒線事業部上席主幹

平成26年３月　同社退社

平成26年４月　当社入社　当社顧問

平成26年６月　当社代表取締役社長（現任）

400株

２
か

加
とう

藤
かず

和
ひこ

彦
（昭和34年10月17日生）

昭和57年４月　日鐵商事株式会社入社

平成11年４月　同社大阪支店総務部審査チー

ムリーダー

平成17年４月　同社審査部長

平成22年４月　同社参与審査部長

平成24年４月　同社執行役員審査部長

平成25年10月　住金物産株式会社との経営統

合により日鉄住金物産株式会

社となる

　　　　　　　同社執行役員内部統制部長

平成26年４月　同社執行役員

平成28年４月　当社入社　当社顧問

平成28年６月　当社取締役執行役員財務部長

　　　　　　　（現任）

1,000株
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候
補
者
番
号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
（生年月日）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する
当 社 の
株 式 数

３
し

清
みず

水
よし

良
ひろ

寛
（昭和49年４月28日生）

平成９年４月　福岡地方裁判所入庁　裁判所

書記官

平成14年11月　司法試験合格

平成15年３月　同所退職

平成15年４月　司法修習（修習第57期）

平成16年10月　弁護士登録（大阪弁護士会）

　　　　　　　弁護士法人　淀屋橋・山上合

同入所

平成22年４月　同所パートナー就任（現任）

平成23年４月　マックスバリュ中部株式会社

社外監査役就任（現任）

平成27年６月　当社社外取締役（現任）

0株

（注）１. 各候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。

  ２. 清水良寛氏は、社外取締役候補者であります。

  ３. 社外取締役候補者の選任理由について

  清水良寛氏におきましては、過去に社外役員となること以外の方法で

会社の経営に関与された経験はありませんが、弁護士としての豊富な

経験と専門知識を有しており、また他社で社外役員を経験されている

ほか、当社社外取締役としてその職責を果たしていることから、業務

執行に適切な助言・監督をいただけるものと判断し、引き続き社外取

締役としての選任をお願いするものであります。

  なお、同氏の当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって３

年となります。

  ４. 社外取締役との責任限定契約について

　当社は、清水良寛氏との間で、会社法第427条第１項の規定による責任

限定契約を、賠償責任の限度額を法令の定める最低責任限度額として

締結しており、同氏の再任が承認された場合は、当該契約を継続する

予定であります。

  ５. 独立役員について

  当社は、清水良寛氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として

指定し、同取引所に届け出ております。同氏の再任が承認された場合

は、当社は引き続き同氏を独立役員とする予定であります。
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第４号議案　監査役１名選任の件

監査役田中優氏は、本総会終結の時をもって辞任いたしますので、監査役１名

の選任をお願いするものであります。

なお、監査役候補者山田邦夫氏は、監査役田中優氏の補欠として選任されるこ

とになりますので、その任期は当社定款の定めにより、退任される同監査役の任

期の満了する時までとなります。

また、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

監査役候補者は、次のとおりであります。
ふ

氏
り

　
が

　
な

名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当
社の株式数

やま

山
だ

田
くに

邦
お

夫
（昭和28年２月14日生）

昭和50年４月　三菱商事株式会社入社

同社鉄鋼二部勤務

平成６年10月　同社ステンレス部ステンレス

　　　　　　　第一チームリーダー

平成12年４月　同社ステンレス部長代行

平成14年６月　株式会社サステック　代表取締

　　　　　　　役社長

平成20年７月　株式会社メタルワン大阪支社長

平成22年４月　株式会社メタルワン鉄鋼製品

　　　　　　　販売　代表取締役社長

平成25年３月　同社定年退職

平成25年４月　株式会社東信鋼鉄入社　同社

　　　　　　　顧問

平成25年８月　同社　代表取締役社長

平成27年８月　同社退社

平成27年10月　当社入社　当社参与営業本部副

本部長

平成28年５月　大同磨鋼材工業株式会社監査役

平成28年６月　当社取締役専務執行役員営業本

　　　　　　　部長（現任）

0株

（注）１. 候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。

  ２. 監査役との責任限定契約について

  山田邦夫氏の選任が承認された場合は、当社は同氏との間で、会社法

第427条第１項の規定による責任限定契約を、賠償責任の限度額を法令

の定める最低責任限度額として締結する予定であります。

以　上
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株主総会会場ご案内図

会　場……大阪府枚方市春日北町３丁目１番１号

当社３階ホール

電話番号（072）858－1251（代表）

下車駅……ＪＲ学研都市線津田駅（徒歩約15分）

春日東野
幼稚園

社会福祉法人
アイリス

渡辺眼科
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セブン
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至京橋駅方面

至木津駅方面

ロータリー
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